
1976年 度 入 学 試 験 問 題

数 学 （理系）

200点満点

≪配点は，一般選抜学生募集要項に記載のとおり．≫

（注　意）

1. 問題冊子および解答冊子は監督者の指示があるまで開かないこと．

2. 解答冊子は表紙のほかに，解答用ページ，計算用ページ，余白ページがある．

3. 問題は全部で 6題ある．

4. 試験開始後，解答冊子の表紙所定欄に学部名・受験番号・氏名をはっきり記入
すること．表紙には，これら以外のことを書いてはならない．

5. 解答は問題番号に対応する解答用ページに書くこと．それ以外のページに書か
れたものは採点の対象としない．ただし，解答用ページに続き方をはっきり示
した場合は，見開きの隣接する計算用ページを解答用ページの続きとして使用
してもよい．その場合は，解答用ページに「計算用ページに続く」旨が明示さ
れたときに限って，計算用ページに書かれているものを解答の一部として採点
する．なお，他のページに書かれたものは採点の対象とはならないので注意す
ること．

6. 解答に関係のないことを書いた答案は無効にすることがある．なお，計算用
ページおよび余白ページに書かれた解答のための下書き，計算などは，消さず
に残しておいてもよい．

7. 解答冊子は，どのページも切り離してはならない．

8. 問題冊子は持ち帰ってもよいが，解答冊子は持ち帰ってはならない．
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1 （30 点）

(1) 多項式 f(x) = xnが，区間− 1
2

≦ x ≦ 1
2
において不等式 f(x) < 1

1000
を

みたすためには，nをどのようにとればよいか．

(2) 最高次の係数が 1 である多項式 g(x) で，区間 0 ≦ x ≦ 1 において不等式
g(x) < 1

1000
をみたし，さらに 10000 < g(3) < 100000であるようなもの

の例を 1つあげよ．

2 （30 点）

1つの平面内にある，いくつかの−→
0 でないベクトルからなる集合 Sが条件

「−→
a，−→

b が Sのベクトルであれば 2(
−→
a ,

−→
b )

(
−→
b ,

−→
b )
は整数である」

をみたしているという．ただし，(
−→
a ,

−→
b )等はベクトルの内積をあらわす．

(1) Sの 2つのベクトルの間の角は，0◦，30◦，45◦，60◦，90◦およびこれらの補角
のうちの 1つであることを示せ．

(2) (1)において，角が 0◦，30◦，60◦の場合には，2つのベクトルの長さの比はど
うなるか．

(3) 30◦の角をなすベクトル−→
a，−→

b を含み，12個のベクトルからなる集合 Sの例
を図示し，各ベクトルを−→

a，−→
b であらわせ．

3 （35 点）

多項式 f(x)で，等式

f(x)f ′(x) +

∫ x

1

f(t) dt = 4
9
x− 4

9

をみたしているものをすべて求めよ．ただし，f ′(x)は f(x)の導関数をあらわす．
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4 （35 点）

正の数列 an（n = 1, 2, 3, · · ·）が不等式

an
3 + 3an

2 −
(
9 + 1

n

)
an + 5 < 0

をみたしているとき，次の (1)，(2)を証明せよ．ただし，(2)を先に証明してもよい．

(1) lim
n→∞

an = 1

(2) (an − 1)2 < 1
4n

5 （35 点）

関数 f(x)で 2つの条件

（イ） f(x)は微分可能

（ロ） x ≦ 0のとき f(x) = 0，x ≧ 1のとき f(x) = 1

をみたすものがある．

(1) 微分可能な関数 g(x)と正数 aが与えられたとき，上の関数 f(x)を用いて，次
の条件（ハ），（ニ）をみたす微分可能な関数 h(x)を作れ．

（ハ） h(0) = 0

（ニ） x > aのとき h(x) = g(x)

(2) 関数 f(x)の例を 1つ作り，その関数が（イ）をみたしていることを確かめよ．

ただし，関数 f(x)が微分可能であるとは，すべての xの値においてその微分係数
が存在することである．
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6 （35 点）

外観では区別できない 2つの袋 U1，U2 があり，U1 には 4n個の赤玉と n個の白
玉，U2には 2n個の赤玉と 3n個の白玉がそれぞれ入っている．この袋のどちらかが
観測者に手渡され，袋 U1が手渡される確率は 2

3
，袋 U2が手渡される確率は 1

3
で

ある．観測者は手渡された袋から 3個玉をとり出し，赤玉の数が白玉の数より多い
ときは手渡された袋はU1であると判断し，そうでないときはU2であると判断する．
観測者が誤った判断を下す確率を pnとするとき， lim

n→∞
pnを求めよ．

問題は，このページで終わりである。
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